
住
民

Ｊ
Ｒ
中
野
駅
北

口
に
あ
る
警

察

大

学

校

な

ど

の

跡

地

（
１４

つ

）

の

開

発

計

画

は

違

法

だ

と

し

て
、

中

野
、
杉

並

両

住

民
が
都
に
計
画
の
見
直
し
を
求

め
る
訴
訟
を
起

こ
し
ま
す
。
住

民

ら
で

つ
く
る

「
警

大
跡
地
市
民
フ

ォ
ー

ラ
ム
」
は
８
日
、
原

告
団
結
成
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

「だ
か
ら
、
私

た
ち
は
裁
判
す
る

こ

と

に

し

た
。
」

を

中

野
区
内
で
開
き
、
地

元
住
民
を
は
じ
め
都

内
各
地
で
都
市
計
画

を
め
ぐ
る
問
題
な
ど

に
取
り
組
む
住
民
ら

■
Ｏ
Ｏ
人
が
詰
め
か

け
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
警

察
大
学
校
な
ど
が

０１

年
に
移
転
後
、
当
初

計
画
さ
れ
て
い
た
清
掃
工
場
の

建
設
が
自
紙
撤
回
さ
れ
た
の
を

き

っ
か
け
に
、
防
災
公
園
の
面

積
が

４
つ

か
ら
■
・
５
惨

に
縮

小
さ
れ
、
高
層
ビ
ル
を
中
心
と

し
た

開
発
計
画
に
大
幅
変
更
。

こ
れ
に
対
し
、
住
民
側
が
９
万

人
を
超
え
る
中
野

・
杉
並
区
民

の
避
難
場
所
の
拠
点
と
な
る
防

災

公
園

の
安
全
性

や
、
日
照
、

圧
迫
感
な
ど
住
環
境
の
破
壊
な

ど

へ
の
不
安
を
訴
え
、
計
画
の

見
直
し
を
求
め
て
い
る
も
の
で

す
。同

跡
地
開
発
の
地
区
計
画
が

都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
国
有
地

だ

っ
た

跡

地

は

民

間
事

業

者

（
東

京
建
物

、
明
治
大
学
、
帝

京
平
成
大
学
、
早
稲
田
大
学
な

ど
）
に
売
却
。
５
月
の
都
都
市

計

画

審

議

会

で

は
、

容

積

率

な

ど

を

変

更

し

た

地

区

計

画

案

が

原

案

の

ま

ま

承

認
さ
れ
、
６
月
中

旬

に

は

都

市

計

画

決

定

さ

れ

る

可

能

性

が

高

く

な

っ
て
い
ま
す
。

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

で

は
、

高

さ

制

限

１０
Ｍ

の

住

宅

地

の
隣

に

高

さ

５。
‐

■

０

０

研

に

及

ぶ

高

層

ビ
ル
の
壁
が
立
ち
並
ぶ
開
発
計

画
の
構
想
図
な
ど
を
示
し
て
、

計
画
の
概
要
を
紹
介
。
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
三
好
亜
矢
子
代

表
が
経
過
を
説
明
し
、
「
や
む

に
や
ま
れ
ず
裁
判
を
起
こ
す
こ

と
に
し
た
。
み
ん
な
の
力
で
（行

政
の
）
壁
を
突
破
し
た
い
」
と

表
明
。
原
告
の
住
民
が
紹
介
さ

れ
、
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
日
置
雅
晴
弁
護
士
が
「
都

市
計
画
を
め
ぐ
る
行
政
訴
訟
の

現
状
と
意
義
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
都
内
各
地
の
住
民
団
体
の

代
表
が
あ

い
さ

っ
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
植
木

こ
う
じ
都

議
も
発
言
。
都
市
計
画
決
定
に

住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
な
い
現

制
度
を
批
判
し
、
「
住
民
運
動

を
通
し
て
制
度
を
変
え
て
い
き

ま
し

ょ
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
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「建築基本計画」をもとに、警大跡地市民
フオーラムが作成

警
大
な
ど
跡

経過を報告する三好氏=8日


